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コロナの緊急事態宣言が延長されましたね。他になかなか明るい話題が無い中、
宣言が延長された事で、世の中の空気が重く感じます。オリンピックも誘致が成功した時のワクワク感やドキドキ感を持ったまま、開催出来たら良かったと思いますが、今では開催出来るのか？開催出来た場合は、観客を入れる事が出来るのか？規模は？など、来月行われる世界的スポーツのイベントがどうなるのかな？と思っています。それと今の状況では、国内で開催する事により発生する国内の観光需要や経済の潤いなど、特需も大きくは叶わない感じですね。

文：小川 真紀






	






[image: ]「Ｗｉｔｈ　コロナ」を考えよう！！

[image: ]	「Ｗith コロナ」は、感染拡大防止対策などを踏まえた「新しい生活様式」への対応と実践が求められています。飲食店などは、飛沫防止のアクリル板や入り口の消毒液設置、適度な換気などの感染防止が必要になるかと思いますが、保険業界でも契約手続き方法の新ルールが出来たり、新たな補償や内容の改定が始まっています。


先日、ある政治関係者の方が、「日本の緊急事態宣言といっても、欧米から見れば、戒厳令でもなく『屁みたいな』ものでないのかな」「屁みたいなという表現について日本の行動制限の弱さとの意味」とツイートとしていた事で、批判を浴び辞任に追い込まれていました。海外のロックダウンに比べ、『屁みたいな』弱い行動制限の宣言が続いている中、ニュースで飲食店の方や国民が「我慢の限界」とコメントしているのを聞きました。確かに以前と比べ制限されている事が多いので、我慢しているような感じが強いですが、もしかしたら今後は、コロナ感染も毎年流行になっているインフルエンザウイルスのようになるとも言われています。
今のような感染状況が落着いた後の「Withコロナ」について考えてみましょう。
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[image: ]· お客さまとの保険手続きで、チャットやWeb面談の非対面で手続きを
行えるよう、ルールの新設
＜損害保険＞
◆ 傷害保険にコロナ感染症による入院等に備えられる特定感染症危険を補償する特約を新設
◆ 企業火災で、新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応費用を補償する特約を新設、定額保険金を支払う休業損害の補償拡大
＜生命保険＞
· 感染拡大に伴い、病床数不足の状況による「入院」要件の緩和、臨時施設や自宅療養も「入院」として取扱い、入院保険金支払いを実施





今は、非対面や他人と距離を取る必要が有るため、コミュニケーションが不足しているように感じ、さみしいですね。飲食店や色々な施設での感染防止対策、みんなの行動の見直しにより、もう少し明るい世の中が早く来るよう「Ｗｉｔｈコロナ」について一度考えてみて下さい。

償をしているように見えても、これだけ多くに違いがあります。
中身を吟味する事は大切です。分からないからと保険料だけで比べていると、いざという時に思っていた補償が受けられないケースが受けられない事もあり得ます。
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自動的に生成された説明]「愛知Zミーティング」　　　　　　　小川 康成
先日の事、1970年～1980年位までに販売された、古いカワサキのオートバイ（主にZシリーズと呼ばれるオートバイ）のミ―ティングに誘われて、参加して来ました。
オートバイの「ミーティング」とは、広い駐車場などに同じバイクに乗っている人が集まり、それぞれのバイクを見たり、マニアックな話しをしたり、




[image: 人, 屋内, 座る, 持つ が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 屋外, 草, 人, 男 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: バイクに乗る人

自動的に生成された説明]			となり、勉強の時間がなく部活動もできない、まして自分のこれからの進路にも支障をきたす状況で、仲間からの孤立も心配される様です。実際に世話をしている中高生は自分の置かれている状況を仕方のない事と考え、誰にも相談する事はないとの事で、教育現場でも教師は家庭の問題をどこまで関与すべきか迷っているそうです。また、福祉関係者は介護を受けている人に関心が向き、世話をする子供にまで気は回りにくい状況の様です。
以前、神戸で認知症の祖母と2人暮しをしている20代の孫が、暴言や徘徊する祖母の介護の過酷な生活で精神的に疲れ、殺害してしまうという事件があり、これを機に神戸ではサポート部署を日本で初めて作ったそうです。ただ、事件が起きる前に教育者、行政、福祉関係者が一体となりヤングケアラーに手を差し伸べる事が必要だと思いました。悩んでいるヤングケアラーが周りにいたら、まず相談を。
　　「ヤングケアラーとは？」　　　　　　　　　　　　　　　小川 とも子
厚生労働省が始めてヤングケアラーの実態調査をしました。ヤングケアラーとは、病気の親に代わって家事や幼い弟妹の世話や、祖父母の介護を担っている18才未満の子供達の事です。どこの家庭でも家庭内のお手伝いはありますが、それが度を越え過度な負担


一緒に練習している人達からは“30代になると体が動かなくなってくる”と言われていたのですが、すでにそれを感じています。今までは4時間以上練習しても次の日に疲れが残ることもなく連日練習しても問題なかったのですが、最近は気持ちはあっても体がついてこないことが増えてきました。現状維持も大変になってきたので今まで以上に体力をつけることを意識しないといけないなと改めて思いました。コロナのこともありますが、ケガをするリスクも増えてくると思うので、今後は体調管理にもより一層気を付けたいと思います。

テニス大会に参加したのですが・・・　　　　　　　　　岩瀬　英之
コロナの感染拡大が続いている中でテニスの大会も市営の会場が使えないなどで中止になってしまうことが続いていました。最近では、マスクの着用やクラブハウスの利用を制限したりと対策をした上で開催している大会も少しずつ増えてきました。今年は4月まで寒いので試合には出ていなかったのですがそろそろ暖かくなってきたので再開することにしました。練習は週に1回程度はしていたのですが、やはり4か月くらい試合に出ていないとなかなか思ったように動くことができなかったです。今まではしばらくの間、練習をしていなくても少し練習すればすぐ動けていたのですが、、、。

最近はコロナ対策で、お客さまの中でもオートバイでの通勤を始められている方々がチラホラと。
一部の人気車種では、納車が1年近くかかる事もあるらしく、中古車と新車の値段が逆転すると言う
「珍現象？？」も起こっているそうで驚きです！（笑）
連なって走行するだけで、今回は製造から40年から50年近く経過したオートバイが、300台？？近く集まって、幸田町にあるミニサーキットをパレード走行しました。　欧米では古いオートバイや車の歴史的価値を認めて、税金が安くなる国も多いようです。日本は環境負荷という理由で13年経過すると逆に税金が上がります。「様々な考え方がありますね。」安い方がありがたいですが．．．

最近は「密」にならないという事で、車同様オートバイでの通勤や趣味として
	
　
　
[image: ]

image3.png




image4.png




image5.png




image6.png




image7.png




image8.jpeg




image9.jpeg




image10.jpeg




image11.JPG




image12.jpeg




image13.emf
 

レンジャクの観察に行って                  小川 とも子 

岐阜県美濃加茂市の観光施設太田宿「中山道会館」の中庭に渡り鳥のレンジャクが

飛来している記事が中日新聞に載りました。以前からレンジャクを見てみたいと思

っていましたので、天気もいいのでみーちゃん(猫)の散歩もかねてドライブ方々見

学に行ってきました。昔の面影を残した代官所跡の中庭には江戸時代からの大木の

エノキがありました。なんとその木にヤドリギが20数個付いているではないです

か。ボール状をした直径20～30ｃｍくらいの大きさです。余りの多さにびっくり。 

 

ヤドリギのせいでエノキの大木は養分を取られてしまわないかと心

配する程です。コロナで観光客がいなくて困っていたところなのに、

突然レンジャクのおかげで大賑わいになったとの事。大勢のカメラ

マンが押しかけてエノキの周りを取り囲んでレンジャクを撮ってい

ました。会館の中では皇女和宮の悲哀物語のビデオも観る事ができ、

楽しい一日を過ごすことができました。 

ヤドリギ 

ヒレンジャク→ 

←キレンジャク 
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